
54

中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

明め
い

治じ

飛
ひ

脚
きゃく

から郵
ゆう

便
びん

へ
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、幕
ばく

府
ふ

に五
ご

街
かい

道
どう

（→p.25）の基
き

点
てん

として定
さだ

められた
日
に

本
ほん

橋
ばし

の辺
あた

りには多
おお

くの飛
ひ

脚
きゃく

問
どん

屋
や

が集
あつ

まっていた。明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

になり、
飛
ひ

脚
きゃく

問
どん

屋
や

は、郵
ゆう

便
びん

と貨
か

物
もつ

輸
ゆ

送
そう

の2つの事
じ

業
ぎょう

に分
わ

けられた。

＜日
に

本
ほん

橋
ばし

からはじまった＞
（明

めい

治
じ

）年
ねん

、郵
ゆう

便
びん

は明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の事
じ

業
ぎょう

として日
に

本
ほん

橋
ばし

元
もと

四
よっ

日
か

市
いち

町
まち

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

一
いっ

丁
ちょう

目
め

）で開
かい

始
し

された。貨
か

物
もつ

輸
ゆ

送
そう

は、
（明

めい

治
じ

）年
ねん

に陸
りく

運
うん

元
もと

会
がい

社
しゃ

（現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

通
つう

運
うん

の前
ぜん

身
しん

）が
創
そう

立
りつ

され、民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

として発
はっ

展
てん

していった。

●通
つう

運
うん

丸
まる

貨
か

物
もつ

輸
ゆ

送
そう

でつかわれた蒸
じょう

気
き

船
せん

。発
はっ

着
ちゃく

所
じょ

は
両
りょう

国
ごく

橋
ばし

（現
げん

・東
ひがし

日
に

本
ほん

橋
ばし

）の近
ちか

くに設
もう

けられた。

●はじめての切
きっ

手
て

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の郵
ゆう

便
びん

料
りょう

金
きん

は距
きょ

離
り

制
せい

で、最
さい

低
てい

料
りょう

金
きん

は 文
もん

だった。全
ぜん

国
こく

均
きん

一
いつ

の料
りょう

金
きん

になったのは （明
めい

治
じ

）年
ねん

から。

●はじめての郵
ゆう

便
びん

はがき
（明

めい

治
じ

）年
ねん

に発
はっ

行
こう

された。
当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

は厚
あつ

手
で

の洋
よう

紙
し

をつ
くる技

ぎ

術
じゅつ

がなく、うす手
で

の洋
よう

紙
し

を折
お

り重
かさ

ねて強
きょう

度
ど

を高
たか

めよ
うとしたため、形

けい

状
じょう

が つ折
お

りだった。

●郵
ゆう

便
びん

集
しゅう

配
はい

人
にん

ポストから集
あつ

めた
郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

を受
うけ

取
とり

人
にん

に
配
はい

達
たつ

する。徒
と

歩
ほ

の
ほか、馬

うま

に乗
の

って
行
おこな

った。

●はじめての郵
ゆう

便
びん

ポスト
最
さい

初
しょ

の郵
ゆう

便
びん

ポストは書
しょ

状
じょう

集
あつ

め箱
ばこ

とよ
ばれる木

もく

製
せい

のものだった。東
とう

京
きょう

市
し

内
ない

には か所
しょ

設
せっ

置
ち

され、そのそばには
切
きっ

手
て

売
うり

さばき所
しょ

も設
もう

けられた。

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の東
とう

京
きょう

郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

日
に

本
ほん

橋
ばし

元
もと

四
よっ

日
か

市
いち

町
まち

にあった旧
きゅう

幕
ばく

府
ふ

の建
たて

物
もの

を改
かい

築
ちく

して東
とう

京
きょう

郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

が置
お

かれた。

四
よっ

日
か

市
いち

駅
えき

逓
てい

寮
りょう

（郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

）
1874（明

めい

治
じ

7）年
ねん

、現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

がある場
ば

所
しょ

に
四
よっ

日
か

市
いち

駅
えき

逓
てい

寮
りょう

が建
た

てられた。外
がい

国
こく

人
じん

建
けん

築
ちく

家
か

から西
せい

洋
よう

建
けん

築
ちく

を学
まな

んだ林
はやし

忠
ただ

恕
ひろ

による設
せっ

計
けい

で、モダンな建
たて

物
もの

は東
とう

京
きょう

名
めい

所
しょ

の1つとなった。

整
ととの

えられた郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

を目
め

指
ざ

す明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、通
つう

信
しん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えることに力
ちから

をそそいだ。そのため、郵
ゆう

便
びん

は政
せい

府
ふ

の事
じ

業
ぎょう

となり、郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

をいつでも差
さ

し出
だ

せるポストの設
せっ

置
ち

や、料
りょう

金
きん

をはらった証
しょう

拠
こ

として切
きっ

手
て

の使
し

用
よう

など、さまざまな制
せい

度
ど

が整
ととの

えられてい
った。

情
じょう

報
ほう

を正
ただ

しく
伝
つた

えるために、
通
つう

信
しん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えることが、
近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

にとって
重
じゅう

要
よう

なことなんだ！

通
つう

運
うん

丸
まる

は、
石
いし

川
かわ

島
じま

造
ぞう

船
せん

所
じょ

（→p.100）
でつくられたのよ。

 陸
りく

運
うん

元
もと

会
がい

社
しゃ

は、創
そう

立
りつ

から3年
ねん

後
ご

の1875（明
めい

治
じ

8）年
ねん

に内
ない

国
こく

通
つう

運
うん

会
がい

社
しゃ

と社
しゃ

名
めい

を改
あらた

めた。通
つう

運
うん

丸
まる

は内
ない

国
こく

通
つう

運
うん

会
がい

社
しゃ

の蒸
じょう

気
き

船
せん

。  新
しん

聞
ぶん

の役
やく

割
わり

を重
じゅう

要
よう

視
し

していた前
まえ

島
じま

密
ひそか

は、新
しん

聞
ぶん

などを低
てい

料
りょう

金
きん

で郵
ゆう

送
そう

する制
せい

度
ど

をつくり、新
しん

聞
ぶん

を広
ひろ

めるのに一
ひと

役
やく

買
か

った。

イギリスの郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を参
さん

考
こう

に、だれ
にでも利

り

用
よう

できる新
あたら

しい郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を
整
ととの

えた。近
きん

代
だい

郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を先
せん

頭
とう

に立
た

っ
て創

そう

設
せつ

した人
じん

物
ぶつ

として、「郵
ゆう

便
びん

の父
ちち

」
とよばれている。

日
に

本
ほん

には古
ふる

くから新
しん

年
ねん

のあいさつを交
か

わす風
ふう

習
しゅう

があった。郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

が整
ととの

えられて郵
ゆう

便
びん

はがきが発
はっ

行
こう

されると、年
ねん

賀
が

状
じょう

を送
おく

る習
しゅう

慣
かん

が急
きゅう

速
そく

に広
ひろ

まっていった。1899（明
めい

治
じ

32）年
ねん

には年
ねん

賀
が

特
とく

別
べつ

郵
ゆう

便
びん

（年
ねん

末
まつ

の一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

に差
さ

し出
だ

された年
ねん

賀
が

状
じょう

を元
がん

旦
たん

に
配
はい

達
たつ

するサービス）が開
かい

始
し

された。

日
に

本
ほん

の郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えた人
ひと

郵
ゆう

便
びん

はがきと新
しん

年
ねん

のあいさつ

前
まえ

島
じま

密
ひそか

（1835～1919）

明
めい

治
じ

のころ、はがき売
う

り出
だ

しで
混
こん

雑
ざつ

する郵
ゆう

便
びん

局
きょく

前
まえ

のようす。

明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の年
ねん

賀
が

状
じょう

。
はじめてのカード
形
がた

の郵
ゆう

便
びん

はがきで、
1875（明

めい

治
じ

8）年
ねん

か
ら使

し

用
よう

された。 お年
とし

玉
だま

くじつき年
ねん

賀
が

はが
き。1949（昭

しょう

和
わ

24）年
ねん

に発
はつ

売
ばい

が開
かい

始
し

された。

お年
とし

玉
だま

くじつき年
ねん

賀
が

は
がきの発

はつ

売
ばい

を知
し

らせる
ポスター。

逓
てい

信
しん

省
しょう

ができた
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、1885（明
めい

治
じ

18）年
ねん

に内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

（→p.99）をつくり、それにともなって
逓
てい

信
しん

省
しょう

を設
もう

けた。逓
てい

信
しん

とは、郵
ゆう

便
びん

、電
でん

信
しん

、
電
でん

話
わ

などの通
つう

信
しん

全
ぜん

般
ぱん

を意
い

味
み

し、逓
てい

信
しん

省
しょう

は
それらを管

かん

理
り

した。
1949（昭

しょう

和
わ

24）年
ねん

、逓
てい

信
しん

省
しょう

は郵
ゆう

政
せい

省
しょう

と電
でん

気
き

通
つう

信
しん

省
しょう

とに分
わ

けられた。郵
ゆう

政
せい

省
しょう

は現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

郵
ゆう

政
せい

グループの前
ぜん

身
しん

で、電
でん

気
き

通
つう

信
しん

省
しょう

は現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

電
でん

信
しん

電
でん

話
わ

（N
エヌ

T
ティー

T
ティー

）の前
ぜん

身
しん

。

逓
てい

信
しん

省
しょう

庁
ちょう

舎
しゃ

　
1910（明

めい

治
じ

43）年
ねん

、京
きょう

橋
ばし

区
く

木
こ

挽
びき

町
ちょう

（現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

八
はっ

丁
ちょう

目
め

、銀
ぎん

座
ざ

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

の地
ち

）に
建
た

てられた本
ほん

格
かく

的
てき

なルネ
サンス様

よう

式
しき

の建
たて

物
もの

。関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

で焼
や

けてしまった。

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の郵
ゆう

便
びん

集
しゅう

配
はい

人
にん

制
せい

服
ふく

は創
そう

業
ぎょう

時
じ

から右
みぎ

の
絵
え

のように定
さだ

められて
いて、人

ひと

々
びと

の目
め

をひいた。

郵
4
ゆう

便
びん

箱
ばこ

を

垂
4
た

れ
4

便
べん

箱
ばこ

と

読
よ

みまちがえて、

トイレと

感
かん

ちがいする人
ひと

もいたんだって！
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便
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え

戸
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街
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道
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送
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治
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元
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会
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社
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（現
げん

在
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の日
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本
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運
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身
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）が
創
そう

立
りつ

され、民
みん

間
かん

事
じ

業
ぎょう

として発
はっ

展
てん

していった。

●通
つう

運
うん

丸
まる

貨
か

物
もつ

輸
ゆ

送
そう

でつかわれた蒸
じょう

気
き

船
せん

。発
はっ

着
ちゃく

所
じょ
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国
ごく

橋
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（現
げん

・東
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日
に

本
ほん

橋
ばし
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手
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業
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時
じ

の郵
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治
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治
じ
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に発
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行
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された。
当
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時
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本
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手
で
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ぎ

術
じゅつ
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よう

紙
し
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お

り重
かさ

ねて強
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度
ど

を高
たか
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うとしたため、形

けい

状
じょう
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お
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人
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達
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歩
ほ

の
ほか、馬

うま

に乗
の

って
行
おこな

った。
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便
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ポスト
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初
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の郵
ゆう

便
びん

ポストは書
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状
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あつ
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ばこ

とよ
ばれる木
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のものだった。東
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京
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内
ない

には か所
しょ

設
せっ

置
ち

され、そのそばには
切
きっ

手
て

売
うり

さばき所
しょ

も設
もう

けられた。

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の東
とう

京
きょう

郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

日
に

本
ほん

橋
ばし

元
もと

四
よっ

日
か

市
いち

町
まち

にあった旧
きゅう

幕
ばく

府
ふ

の建
たて

物
もの

を改
かい

築
ちく

して東
とう

京
きょう

郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

が置
お

かれた。

四
よっ

日
か

市
いち

駅
えき

逓
てい

寮
りょう

（郵
ゆう

便
びん

役
やく

所
しょ

）
1874（明

めい

治
じ

7）年
ねん

、現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

がある場
ば

所
しょ

に
四
よっ

日
か

市
いち

駅
えき

逓
てい

寮
りょう

が建
た

てられた。外
がい

国
こく

人
じん

建
けん

築
ちく

家
か

から西
せい

洋
よう

建
けん

築
ちく

を学
まな

んだ林
はやし

忠
ただ

恕
ひろ

による設
せっ

計
けい

で、モダンな建
たて

物
もの

は東
とう

京
きょう

名
めい

所
しょ

の1つとなった。

整
ととの

えられた郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

を目
め

指
ざ

す明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、通
つう

信
しん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えることに力
ちから

をそそいだ。そのため、郵
ゆう

便
びん

は政
せい

府
ふ

の事
じ

業
ぎょう

となり、郵
ゆう

便
びん

物
ぶつ

をいつでも差
さ

し出
だ

せるポストの設
せっ

置
ち

や、料
りょう

金
きん

をはらった証
しょう

拠
こ

として切
きっ

手
て

の使
し

用
よう

など、さまざまな制
せい

度
ど

が整
ととの

えられてい
った。

情
じょう

報
ほう

を正
ただ

しく
伝
つた

えるために、
通
つう

信
しん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えることが、
近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

にとって
重
じゅう

要
よう

なことなんだ！

通
つう

運
うん

丸
まる

は、
石
いし

川
かわ

島
じま

造
ぞう

船
せん

所
じょ

（→p.100）
でつくられたのよ。

 陸
りく

運
うん

元
もと

会
がい

社
しゃ

は、創
そう

立
りつ

から3年
ねん

後
ご

の1875（明
めい

治
じ

8）年
ねん

に内
ない

国
こく

通
つう

運
うん

会
がい

社
しゃ

と社
しゃ

名
めい

を改
あらた

めた。通
つう

運
うん

丸
まる

は内
ない

国
こく

通
つう

運
うん

会
がい

社
しゃ

の蒸
じょう

気
き

船
せん

。  新
しん

聞
ぶん

の役
やく

割
わり

を重
じゅう

要
よう

視
し

していた前
まえ

島
じま

密
ひそか

は、新
しん

聞
ぶん

などを低
てい

料
りょう

金
きん

で郵
ゆう

送
そう

する制
せい

度
ど

をつくり、新
しん

聞
ぶん

を広
ひろ

めるのに一
ひと

役
やく

買
か

った。

イギリスの郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を参
さん

考
こう

に、だれ
にでも利

り

用
よう

できる新
あたら

しい郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を
整
ととの

えた。近
きん

代
だい

郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を先
せん

頭
とう

に立
た

っ
て創

そう

設
せつ

した人
じん

物
ぶつ

として、「郵
ゆう

便
びん

の父
ちち

」
とよばれている。

日
に

本
ほん

には古
ふる

くから新
しん

年
ねん

のあいさつを交
か

わす風
ふう

習
しゅう

があった。郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

が整
ととの

えられて郵
ゆう

便
びん

はがきが発
はっ

行
こう

されると、年
ねん

賀
が

状
じょう

を送
おく

る習
しゅう

慣
かん

が急
きゅう

速
そく

に広
ひろ

まっていった。1899（明
めい

治
じ

32）年
ねん

には年
ねん

賀
が

特
とく

別
べつ

郵
ゆう

便
びん

（年
ねん

末
まつ

の一
いっ

定
てい

期
き

間
かん

に差
さ

し出
だ

された年
ねん

賀
が

状
じょう

を元
がん

旦
たん

に
配
はい

達
たつ

するサービス）が開
かい

始
し

された。

日
に

本
ほん

の郵
ゆう

便
びん

制
せい

度
ど

を整
ととの

えた人
ひと

郵
ゆう

便
びん

はがきと新
しん

年
ねん

のあいさつ

前
まえ

島
じま

密
ひそか

（1835～1919）

明
めい

治
じ

のころ、はがき売
う

り出
だ

しで
混
こん

雑
ざつ

する郵
ゆう

便
びん

局
きょく

前
まえ

のようす。

明
めい

治
じ

初
しょ

期
き

の年
ねん

賀
が

状
じょう

。
はじめてのカード
形
がた

の郵
ゆう

便
びん

はがきで、
1875（明

めい

治
じ

8）年
ねん

か
ら使

し

用
よう

された。 お年
とし

玉
だま

くじつき年
ねん

賀
が

はが
き。1949（昭

しょう

和
わ

24）年
ねん

に発
はつ

売
ばい

が開
かい

始
し

された。

お年
とし

玉
だま

くじつき年
ねん

賀
が

は
がきの発

はつ

売
ばい

を知
し

らせる
ポスター。

逓
てい

信
しん

省
しょう

ができた
明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

は、1885（明
めい

治
じ

18）年
ねん

に内
ない

閣
かく

制
せい

度
ど

（→p.99）をつくり、それにともなって
逓
てい

信
しん

省
しょう

を設
もう

けた。逓
てい

信
しん

とは、郵
ゆう

便
びん

、電
でん

信
しん

、
電
でん

話
わ

などの通
つう

信
しん

全
ぜん

般
ぱん

を意
い

味
み

し、逓
てい

信
しん

省
しょう

は
それらを管

かん

理
り

した。
1949（昭

しょう

和
わ

24）年
ねん

、逓
てい

信
しん

省
しょう

は郵
ゆう

政
せい

省
しょう

と電
でん

気
き

通
つう

信
しん

省
しょう

とに分
わ

けられた。郵
ゆう

政
せい

省
しょう

は現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

郵
ゆう

政
せい

グループの前
ぜん

身
しん

で、電
でん

気
き

通
つう

信
しん

省
しょう

は現
げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

電
でん

信
しん

電
でん

話
わ

（N
エヌ

T
ティー

T
ティー

）の前
ぜん

身
しん

。

逓
てい

信
しん

省
しょう

庁
ちょう

舎
しゃ

　
1910（明

めい

治
じ

43）年
ねん

、京
きょう

橋
ばし

区
く

木
こ

挽
びき

町
ちょう

（現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

八
はっ

丁
ちょう

目
め

、銀
ぎん

座
ざ

郵
ゆう

便
びん

局
きょく

の地
ち

）に
建
た

てられた本
ほん

格
かく

的
てき

なルネ
サンス様

よう

式
しき

の建
たて

物
もの

。関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

で焼
や

けてしまった。

創
そう

業
ぎょう

時
じ

の郵
ゆう

便
びん

集
しゅう

配
はい

人
にん

制
せい

服
ふく

は創
そう

業
ぎょう

時
じ

から右
みぎ

の
絵
え

のように定
さだ

められて
いて、人

ひと

々
びと

の目
め

をひいた。

郵
4
ゆう

便
びん

箱
ばこ

を

垂
4
た

れ
4

便
べん

箱
ばこ

と

読
よ

みまちがえて、

トイレと

感
かん

ちがいする人
ひと

もいたんだって！

8382

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

のすがたを残
のこ

す浜
はま

離
り

宮
きゅう

66

●タカ狩
が

り
将
しょう

軍
ぐん

は飼
か

いならしたタカで
狩
か

りを行
おこな

った。タカ狩
が

りを
好
この

んだ将
しょう

軍
ぐん

は初
しょ

代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

康
やす

や8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

など。目
もく

的
てき

は
遊
あそ

びのためではなく、体
からだ

を
きたえるためだった。

●スイカ合
かっ

戦
せん

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、将
しょう

軍
ぐん

や身
み

分
ぶん

の
高
たか

い人
ひと

が見
み

るためのスイ
カ合

かっ

戦
せん

が行
おこな

われた。紅
こう

白
はく

に分
わ

かれた船
ふね

手
て

組
ぐみ

（水
すい

軍
ぐん

）
が、浜

はま

御
ご

殿
てん

前
まえ

の海
かい

岸
がん

でス
イカを取

と

り合
あ

って戦
たたか

った。

●ゾウを飼
か

っていた
1729（享

きょう

保
ほう

14）年
ねん

から1741
（寛

かん

保
ぽう

元
がん

）年
ねん

までの12年
ねん

間
かん

、敷
しき

地
ち

内
ない

でベトナム産
さん

のゾウを飼
か

っていた。このゾウは中
ちゅう

国
ごく

の
商
しょう

人
にん

から、動
どう

物
ぶつ

好
ず

きの8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

に献
けん

上
じょう

されたもの。

●将
しょう

軍
ぐん

お上
あ

がり場
ば

将
しょう

軍
ぐん

が船
ふね

を乗
の

りおりするところ。15代
だい

将
しょう

軍
ぐん

慶
よし

喜
のぶ

が、1868（慶
けい

応
おう

4）年
ねん

の鳥
と

羽
ば

伏
ふし

見
み

の戦
たたか

い
で大

おお

坂
さか

城
じょう

から江
え

戸
ど

に帰
かえ

るとき、このお上
あ

がり
場
ば

から上
じょう

陸
りく

して、馬
うま

に乗
の

って江
え

戸
ど

城
じょう

へ帰
かえ

った。
現
げん

在
ざい

も庭
てい

園
えん

内
ない

に原
げん

形
けい

を保
たも

って残
のこ

っている。

将
しょう

軍
ぐん

家
け

の庭
てい

園
えん

四
し

季
き

の変
へん

化
か

が楽
たの

しめ、海
かい

水
すい

を引
ひ

き入
い

れる潮
しお

入
い

りの池
いけ

と2つの鴨
かも

場
ば

があり、
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の庭
てい

園
えん

の雰
ふん

囲
い

気
き

を今
いま

に伝
つた

える。潮
しお

入
い

りの池
いけ

は海
うみ

辺
べ

の庭
てい

園
えん

でよくつかわれ
ていた方

ほう

法
ほう

だ。現
げん

在
ざい

でも海
かい

水
すい

が出
で

入
い

りしているのは、都
と

内
ない

では浜
はま

離
り

宮
きゅう

だけ。

周
まわ

りをビルで囲
かこ

まれた現
げん

在
ざい

の浜
はま

離
り

宮
きゅう

。 正
せい

式
しき

な名
な

前
まえ

は
「浜

はま

離
り

宮
きゅう

恩
おん

賜
し

庭
てい

園
えん

」という。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には徳
とく

川
がわ

家
け

の別
べっ

邸
てい

で「浜
はま

御
ご

殿
てん

」
とよばれていた。この庭

てい

園
えん

は、将
しょう

軍
ぐん

が
鴨
かも

場
ば

でタカ狩
が

りをしたり、茶
ちゃ

屋
や

から見
み

え
る景

け

色
しき

を楽
たの

しんだりして過
す

ごす場
ば

所
しょ

だ
った。

← 銀
ぎん

座
ざ

明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後
ご

に皇
こう

室
しつ

の所
しょ

有
ゆう

となり、名
な

前
まえ

も「浜
はま

離
り

宮
きゅう

」と改
あらた

められた。そのころ、敷
しき

地
ち

内
ない

に延
えん

遼
りょう

館
かん

が建
た

てられ、外
がい

国
こく

からの重
じゅう

要
よう

な客
きゃく

人
じん

の接
せっ

待
たい

を行
おこな

った。延
えん

遼
りょう

館
かん

では天
てん

覧
らん

相
ず も う

撲が行
おこな

われたこともあった。
迎
げい

賓
ひん

館
かん

があった

●延
えん

遼
りょう

館
かん

幕
ばく

末
まつ

につくられた洋
よう

館
かん

。1869（明
めい

治
じ

2）年
ねん

から、1883
（明
めい

治
じ

16）年
ねん

に鹿
ろく

鳴
めい

館
かん

ができる前
まえ

までのあいだ、迎
げい

賓
ひん

館
かん

としてつかわれた。1892（明
めい

治
じ

25）年
ねん

、建
たて

物
もの

が古
ふる

くな
ったことを理

り

由
ゆう

に取
と

りこわされた。

●延
えん

遼
りょう

館
かん

での天
てん

覧
らん

相
ず も う

撲
相
すもう

撲好
ず

きの明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

が、1884（明
めい

治
じ

17）年
ねん

に行
おこな

った。天
てん

覧
らん

相
ずもう

撲とは、天
てん

皇
のう

や身
み

分
ぶん

が高
たか

い人
ひと

に見
み

せるための相
すもう

撲。

←汐
しお

留
どめ

・新
しん

橋
ばし

築
つき 地

じ 市
し 場

じょう →

管
かん

理
り

所
じょ 三

さん

百
びゃく

年
ねん

の松
まつ

延
えん

遼
りょう

館
かん

跡
あと

野
や

外
がい

卓
たく

広
ひろ

場
ば

←
汐し

お

留ど
め

・
浜は

ま

松ま
つ

町ち
ょ
う

出
で

入
いり

口
ぐち

売
うり

札
ふだ

所
しょ

鴨
かも

塚
づか

横
よこ

堀
ぼり

新
しん

銭
せん

座
ざ

鴨
かも

場
ば

馬ば

場ば

跡あ
と

中
なか

島
じま

の御
お

茶
ちゃ

屋
や

お伝
つた

い橋
ばし 御

お

亭
ちん

山
やま

潮
しお

入
い

りの池
いけ

富
ふ

士
じ

見
み

山
やま

樋
ひ

の口
くち

山
やま

海か
い岸が

ん

横
よこ

堀
ぼり

水
すい

門
もん

新
しん

樋
ひ

の口
くち

山
やま

将
しょう

軍
ぐん

お上
あ

がり場
ば

庚
こう

申
しん

堂
どう

鴨
かも

場
ば

水
すい

上
じょう

バス発
はっ

着
ちゃく

場
じょう

旧
きゅう

稲
いな

生
ぶ

神
じん

社
じゃ

築
つき

地
じ

川
がわ

内
うち

堀
ぼり

芳
ほう

梅
ばい

亭
てい

中
ちゅう

央
おう

区
く

で
ただ1つ、
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の
すがたを残

のこ

す
場
ば

所
しょ

なのよ。

汐
しお

留
どめ

川
がわ

出
で

入
いり

口
ぐち

●浜
はま

御
ご

殿
てん

もともとは甲
こう

府
ふ

藩
はん

主
しゅ

松
まつ

平
だいら

綱
つな

重
しげ

の浜
はま

屋
や

敷
しき

だったものを、
6代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

宣
のぶ

のときに改
かい

修
しゅう

し、浜
はま

御
ご

殿
てん

とした。能
のう

舞
ぶ

台
たい

や茶
ちゃ

屋
や

などが設
もう

けられ、客
きゃく

人
じん

をもてなす場
ば

所
しょ

としても
使
つか

われていた。しかし、1724（享
きょう

保
ほう

9）年
ねん

の大
たい

火
か

で屋
や

敷
しき

を焼
しょう

失
しつ

、その後
ご

は再
さい

建
けん

されなかった。

大
おお

手
て

門
もん

橋
ばし

中な
か

の
御ご

門も
ん

橋ば
し

11代
だい

将
しょう

軍
ぐん

家
いえ

斉
なり

のときに、
茶
ちゃ

屋
や

や庭
にわ

が修
しゅう

理
り

され、
庭
てい

園
えん

としてのすがたを
取
と

り戻
もど

したんだよ！

松
まつ

の御
お

茶
ちゃ

屋
や

可
う ま し

美真
ま

手
での

命
みこと

銅
どう

像
ぞう

図
ず

解
かい

6766

地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

Ⓐエ
ー

エ
リ
ア

本ほ
ん

町ち
ょ
う

周し
ゅ
う

辺へ
ん

〜
日に

本ほ
ん

橋ば
し

現
げん

在
ざい

の町
まち

なみ
本
ほん

町
ちょう

周
しゅう

辺
へん

～日
に

本
ほん

橋
ばし

エリア

日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

一
いち

～四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

一
いち

～四
よん

丁
ちょう

目
め

日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

一
いち

～四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

一
いち

～三
さん

丁
ちょう

目
め

、
八
や

重
え

洲
す

一
いっ

丁
ちょう

目
め

このエリアは、日
に

本
ほん

橋
ばし

を中
ちゅう

心
しん

に、日
に

本
ほん

の商
しょう

業
ぎょう

と経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

。現
げん

在
ざい

も三
みつ

越
こし

や髙
たか

島
しま

屋
や

など日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

するデパートや老
し に せ

舗が並
なら

び、ショッピ
ングと観

かん

光
こう

の人
ひと

でにぎわう。1947（昭
しょう

和
わ

22）年
ねん

に八
や

重
え

洲
す

通
どお

りより北
きた

側
がわ

の日
に

本
ほん

橋
ばし

区
く

と南
みなみ

側
がわ

の京
きょう

橋
ばし

区
く

が合
がっ

併
ぺい

して中
ちゅう

央
おう

区
く

となったため、日
に

本
ほん

橋
ばし

区
く

にあった町
まち

の頭
あたま

に「日
に

本
ほん

橋
ばし

」をつけて、日
に

本
ほん

橋
ばし

区
く

の歴
れき

史
し

を残
のこ

した。

A
エー
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日本橋川

江戸橋
日本橋

常盤橋

新常盤橋

西河岸橋
一石橋

坂本町公園

十思公園

昭
和
通
り

昭
和
通
り

中
央
通
り

中
央
通
り

外
堀
通
り

外
堀
通
り

江
戸
通
り

八重洲通り

永代通り

江戸
通り

平

首都高速 都心環状線

都
心
環
状
線

八
重
洲
線

首
都
高
速 

1
号
上
野
線

首
都
高
速 

八
重
洲
線

城東小学校

常盤小学校

阪本小学校

神田外語
学院

今川橋
郵便局

千代田
同庁舎

三井別館

日本銀行本店本館

三井
二号館

三井タワー

三井本館
JFE商事
ビル

ＴＡ
ル

千疋屋総本店

木屋
にんべん

山本海苔店

榮太樓總本舗

黒江屋 西川

凧の博物館

神茂

日本ビル

JXビル

貨幣博物館

朝日生命ビル

ヤンマービル

新八重州口ビル 八重洲ダイビル
セントラル
ビル大和

八重州ビル
住友信託ビル

ブリヂストン
本社

服部ビル

第一鉄鋼ビル

身延別院
大安楽寺

十思保育園

日
堀

長瀬産業

日本橋小舟町
郵便局

小倉ビル

小舟町
記念会館

日

日本橋郵便局

東京
郵船
兜町ビル

偕成ビル

第二証券会館

中央警察署

日本橋
消防署

常和ビル トダ
ビルディング

全国信用組合
会館重洲

ックセンター 三栄ビル 八重洲 鉄鋼会館

ロイヤルプラザ

三井記念美術館

弁松総本店

榛原山本山
大丸

丸の内中央ビル

トラストタワー
本館

トラストタワー
N館

シャングリラ

ロポリタン

COREDO室町

三越

三越新館

COREDO日本橋

髙島屋

郵便発祥の地

一石橋迷子しらせ石標

石町時の鐘
鐘撞堂跡

小津史料館

寶田恵比壽神社

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

●●

★★
★★

★★

★★

文

東西線

東西線

銀
座

銀
座
線

半蔵門線

半蔵門線

都
営
浅
草
線

Ｊ
Ｒ
東
北
・
山
形
・
上
越
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
東
北
・
上
越
新
幹
線

Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
京
浜
東
北
線

中
央
線

ＪＲ総
武本

線

新日
本橋

駅

三越前駅

日本橋駅

日
本
橋
駅

日
本
橋
駅

三
越
前
駅

小
伝

常盤公園
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神田西福田町

神田美倉町

鍛冶町１丁目

日本橋
室町四丁目

日本橋
本石町四丁目

２丁目

日本橋
室町三丁目

日本橋
本石町三丁目

日本橋室町二丁目

日本橋
本石町二丁目

日本橋
室町一丁目

日本橋
本石町一丁目

丸の内１丁目

八重洲一丁目

日本橋二丁目

日本橋三丁目

八重洲２丁目 京橋１丁目

日本橋本町四丁目

日本橋本町三丁目

日本橋本町二丁目

日本橋小舟町

日本橋本町一丁目

日本橋一丁目

日本

京橋１丁目

日本橋兜町

に ほんばし

に ほんばし

むろまち

ほんごくちょう よんちょう め

に ほんばし

ほんごくちょう さんちょう め

に ほんばし

ほんごくちょう に ちょう め

に ほんばし

ほんごくちょういっちょう め

に ほんばしほんちょう に ちょう め

に ほんばしほんちょうさんちょう め

に ほんばしほんちょうよんちょう め

に ほんばしほんちょういっちょう め

よんちょう め

に ほんばし

むろまちさんちょう め

に ほんばし

に ほんばし

や  え  す

むろまちいっちょう め

いっちょう め

に ほんばしさんちょう め

に ほんばし に ちょう め

いっちょう め

に ほんばしむろまち に ちょう め

こくちょうとき

かねつきどうあと

みつ い べっかん

べんまつ そうほんてん

や  ぎ ちょうほんてん
八木長本店

お　づ  し りょうかん

みつ い みつ い 

みつ い ほんかん 

か へい はくぶつかん 

みつこし 

みつこし しんかん 
やまもと 

かん も 

の　り てん 

き   や 

コ　レ　ド むろまち

コ　レ　ド に ほんばし
たこ はくぶつかん

にしかわ
にほんばしゆうびんきょく

ゆうびんはっしょう ち

やまもとやま
はいばら

たかしま や

くろ え  や

えい た ろうそうほんぽ

みつ い  き ねん びじゅつかん 

に ごうかん 

しん ときわ ばし

ときわ ばし

いちこくばし

いちこくばし

じんりきしゃはっしょう ち
人力車発祥の地

まいご せきひょう

にし が  し ばし

にほんばし
え  ど ばし

ときわ しょうがっこう

ときわ  こうえん

せんびき や

にっぽんぎんこう ほんてんほんかん

そうほんてん

さ さ  き いんてん
佐々木印店

かね

じんじゃ たからだ  え   び  す 

むら た
村田眼鏡舗

がんきょうほ

しん に
 ほん

ばしえ
き

みつこしまええき

に ほんばしえき

えいたいどお

や  え  す どお

え  ど
  どお

ち
ゅ
う
お
う
ど
お

ち
ゅ
う
お
う
ど
お

し
ょ
う
わ 

ど
お

そ
と
ぼ
り
ど
お

そ
と
ぼ
り
ど
お

し
ょ
う
わ 

ど
お

し
ゅ
と 

こ
う
そ
く

ご
う
う
え
の
せ
ん

し
ゅ
と 

こ
う
そ
く
や  

え  

す 

せ
ん

み
つ
こ
し
ま
え
え
き

に 

ほ
ん
ば
し
え
き

に 

ほ
ん
ば
し
え
き

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

と
う
ほ
く
じ
ょ
う
え
つ
し
ん
か
ん
せ
ん

ぎ
ん 

ざ  

せ
ん

と 

え
い
あ
さ
く
さ
せ
ん

や
ま
の
て
せ
ん

ち
ゅ
う
お
う
せ
ん

け
い
ひ
ん
と
う
ほ
く
せ
ん

ジェイアー
ルそう

  ぶ   
ほん せ

ん

はんぞうも
んせん

とうざいせん

しゅ と こうそく と しんかんじょうせん
に ほん ばし がわ

200ｍ1000

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし
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日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

八
や

重
え

洲
す

一
いっ

丁
ちょう

目
め

日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

日
に

本
ほん

橋
ばし

日
に

本
ほん

の金
きん

融
ゆう

政
せい

策
さく

を担
にな

う中
ちゅう

央
おう

銀
ぎん

行
こう

「日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

」がある
町
まち

。日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に金
きん

座
ざ

（→ ）があった場
ば

所
しょ

に建
た

っている。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には本
ほん

石
ごく

町
ちょう

という町
まち

で、現
げん

在
ざい

の江
え

戸
ど

通
どお

りに
沿
そ

って東
とう

西
ざい

に一
いっ

丁
ちょう

目
め

～四
よん

丁
ちょう

目
め

まで並
なら

んでいた。
（昭

しょう

和
わ

７）年
ねん

に周
しゅう

辺
へん

にあった本
ほん

銀
しろがね

町
ちょう

、本
ほん

町
ちょう

などの一
いち

部
ぶ

と合
がっ

併
ぺい

して、外
そと

堀
ぼり

通
どお

り沿
ぞ

いに南
なん

北
ぼく

に連
つら

なる町
まち

になった。

この辺
あた

りは江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から商
しょう

業
ぎょう

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

だ。現
げん

在
ざい

は再
さい

開
かい

発
はつ

計
けい

画
かく

が進
しん

行
こう

中
ちゅう

で、伝
でん

統
とう

ある老
し に せ

舗と新
あたら

しくできた
ビルやお店

みせ

が共
きょう

存
ぞん

している。中
ちゅう

央
おう

通
どお

りをはさんで三
みつ

井
い

本
ほん

館
かん

とコレド室
むろ

町
まち

が向
む

き合
あ

う。
東
とう

京
きょう

駅
えき

のすぐとなりに位
い

置
ち

し、飲
いん

食
しょく

店
てん

やオフィスビ
ルが建

た

ち並
なら

ぶ。
町
ちょう

名
めい

は江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に、現
げん

在
ざい

の千
ち

代
よ

田
だ

区
く

丸
まる

の内
うち

辺
あた

りに屋
や

敷
しき

があったオランダ人
じん

の商
しょう

人
にん

ヤン・ヨーステンの和
わ

名
めい

「耶
や

楊
よう

子
す

」に由
ゆ

来
らい

する。町
ちょう

名
めい

に採
さい

用
よう

されたのは明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

になってからだ。はじめは千
ち

代
よ

田
だ

区
く

の町
ちょう

名
めい

だっ
たが、 （昭

しょう

和
わ

４）年
ねん

に丸
まる

の内
うち

と改
かい

名
めい

され、八
や

重
え

洲
す

の名
な

は消
しょう

滅
めつ

。その後
ご

（昭
しょう

和
わ

）年
ねん

に八
や

重
え

洲
す

口
ぐち

周
しゅう

辺
へん

の町
まち

が再
さい

編
へん

成
せい

され、八
や

重
え

洲
す

と名
な

づけられた。

老
し に せ

舗の飲
いん

食
しょく

店
てん

が軒
のき

を連
つら

ねている。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から薬
くすり

問
どん

屋
や

が多
おお

かったことから、現
げん

在
ざい

も製
せい

薬
やく

会
がい

社
しゃ

が多
おお

い。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には本
ほん

町
ちょう

という町
まち

で、本
ほん

町
ちょう

通
どお

り（→ ）
に沿

そ

って連
つら

なっていたが、今
いま

は昭
しょう

和
わ

通
どお

り沿
ぞ

いの町
まち

に
なっている。

中
ちゅう

央
おう

通
どお

りの東
ひがし

側
がわ

にコレド日
に

本
ほん

橋
ばし

と髙
たか

島
しま

屋
や

があり、オ
フィスビルも多

おお

い。現
げん

在
ざい

、大
おお

きな再
さい

開
かい

発
はつ

工
こう

事
じ

が進
すす

め
られていて、ショッピングとビジネスの町

まち

としてさら
なる発

はっ

展
てん

を目
め

指
ざ

している。
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

には日
に

本
ほん

橋
ばし

という町
ちょう

名
めい

はなく、町
まち

の名
な

前
まえ

に
なったのは （昭

しょう

和
わ

）年
ねん

のこと。

見
み

どころには●印
じるし

を、
重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

には★印
じるし

を

つけています。

このエリアは

赤
あか

い部
ぶ

分
ぶん

。

＊ほかのページで紹
しょう

介
かい

している店
みせ

や場
ば

所
しょ

には、●印
じるし

をつけている。

地ち

域い
き

の
特と

く

色し
ょ
く

と
文ぶ

ん

化か

本ほ
ん

町ち
ょ
う

周し
ゅ
う

辺へ
ん

〜
日に

本ほ
ん

橋ば
し

Ⓐエ
ー

エ
リ
ア

❶

❷

❻

❸ ❽

❹

❺

江
え

戸
ど

橋
ばし

日
に

本
ほん

橋
ばし

川
がわ

一
いち

石
こく

橋
ばし

常
と き わ

磐橋
ばし

外
そと

濠
ぼり

楓
かえで

川
がわ

日
に

本
ほん

橋
ばし

魚
うお

河
が

岸
し

龍
りゅう

閑
かん

川
がわ

西
にし

堀
ほり

留
どめ

川
がわ

本
ほん 町

ちょう 通
どお り

越
えち 後

ご 屋
や

金
きん 座

ざ

本
ほん小

お 田
だ 原
わら 町

ちょう

安
あん 針
じん 町

ちょう

本
ほん

船
ふな

町
ちょう

長
なが 浜
はま 町

ちょう

日
に

本
ほん

橋
ばし

白
しろ

木
き

屋
や

Ⓒ
シー

（→ p.168）

Ⓔ
イー

（→ p.192）

Ⓓ
ディー

（→ p.177）

通
と
お
り

町
ち
ょ
う

筋
す
じ

北
きた

南
みなみ

西
にし

東
ひがし

通と
お
り町ち
ょ
う筋す
じ

❼
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江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の町
まち

なみ

148

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の初
しょ

期
き

に、家
いえ

が十
じっ

軒
けん

あったことに由
ゆ

来
らい

する。ふだんは
うちわや糸

いと

の問
とん

屋
や

が並
なら

び、節
せっ

句
く

にはひな人
にん

形
ぎょう

や五
ご

月
がつ

人
にん

形
ぎょう

の市
いち

、
年
ねん

末
まつ

には羽
は

子
ご

板
いた

市
いち

が立
た

ち、そのにぎわいは江
え

戸
ど

名
めい

物
ぶつ

になった。

金
きん

座
ざ

と両
りょう

替
がえ

商
しょう

があったことから、
両
りょう

替
がえ

町
ちょう

となった。のちに京
きょう

橋
ばし

の南
みなみ

に新
しん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

（銀
ぎん

座
ざ

）（→p.177）がで
きたため、「本

ほん

」の字
じ

が加
くわ

わり本
ほん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

になった。

日
に

本
ほん

橋
ばし

から本
ほん

町
ちょう

通
どお

りまでの通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

に沿
そ

った町
まち

。通
とお

りの両
りょう

側
がわ

には
たくさんの店

みせ

が並
なら

び、にぎわっていた。町
ちょう

名
めい

は京
きょう

都
と

にある室
むろ

町
まち

にちなむとも、室
むろ

とよばれる小
こ

屋
や

が建
た

ち並
なら

んでいたからともい
われている。

通
とお

りに出
で

ると、駿
する

河
が

方
ほう

面
めん

（現
げん

・静
しず

岡
おか

県
けん

中
ちゅう

部
ぶ

）
にある富

ふ

士
じ

山
さん

が見
み

え
たことに由

ゆ

来
らい

する。

町
ちょう

名
めい

は、瀬
せ

戸
と

物
もの

の産
さん

地
ち

だった尾
お

張
わりの

国
くに

の
瀬
せ

戸
と

村
むら

（現
げん

・愛
あい

知
ち

県
けん

瀬
せ

戸
と

市
し

）の陶
とう

磁
じ

器
き

をあ
つかう６軒

けん

の店
みせ

があったことに由
ゆ

来
らい

する。
魚
うお

河
が

岸
し

に近
ちか

かったので、のちに魚
うお

問
どん

屋
や

も増
ふ

えていった。

❺本
ほん

石
ごく

町
ちょう

十
じっ

軒
けん

店
だな

 （現げん・日に本ほん橋ばし室むろ町まち三さん～四よん丁ちょう目め）

❹本
ほん

両
りょう

替
がえ

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

❼室
むろ

町
まち

 （現げん・日に本ほん橋ばし室むろ町まち一いっ丁ちょう目め～二に丁ちょう目め）

❻駿
する

河
が

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

❽瀬
せ

戸
と

物
もの

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

、
日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

一
いち

～二
に

丁
ちょう

目
め

）

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の商
しょう

業
ぎょう

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

人
にん

形
ぎょう

市
いち

や羽
は

子
ご

板
いた

市
いち

でにぎわう

金
きん

の両
りょう

替
がえ

はここで！

江
え

戸
ど

のメインストリート

富
ふ

士
じ

山
さん

が
よく見

み

えた

食
しょっ

器
き

はやっぱり瀬
せ

戸
と

物
もの

屋
や

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

、本
ほん

町
ちょう

と共
とも

に四
よん

丁
ちょう

目
め

まであり、❶から東
ひがし

（右
みぎ

）へ続
つづ

く。銀
ぎん

細
ざい

工
く

の職
しょく

人
にん

が多
おお

く住
す

んでいたことから、銀
しろがね

町
ちょう

とよばれた。のちに
神
かん

田
だ

に新
しん

銀
しろがね

町
ちょう

（現
げん

・千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）ができたので、「本
ほん

」の字
じ

を加
くわ

えた。

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

の「石
ごく

」は岩
がん

石
せき

ではなく、昔
むかし

つかわれていた穀
こく

物
もつ

や米
こめ

の容
よう

量
りょう

の単
たん

位
い

の「石
こく

」のこと。町
ちょう

名
めい

は、かつてこの辺
あた

りに米
こめ

・穀
こく

物
もつ

の商
しょう

人
にん

がたくさん住
す

んでいたことに由
ゆ

来
らい

する。江
え

戸
ど

初
しょ

期
き

には石
こく

町
ちょう

と
よばれていたが、のちに神

かん

田
だ

に新
しん

石
こく

町
ちょう

（現
げん

・千
ち

代
よ

田
だ

区
く

）ができたため、
「本

ほん

」の字
じ

を加
くわ

えた。

本
ほん

町
ちょう

は徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が入
にゅう

城
じょう

して最
さい

初
しょ

につくった町
まち

で、「本
ほん

」は江
え

戸
ど

の
「大

おお

元
もと

」を意
い

味
み

する。常
と き わ

磐橋
ばし

から東
ひがし

に続
つづ

く本
ほん

町
ちょう

通
どお

りは、江
え

戸
ど

のメ
インストリートの１つだった。

❶本
ほん

銀
しろがね

町
ちょう

 
（現

げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

四
よん

丁
ちょう

目
め

、日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

四
よん

丁
ちょう

目
め

）

❷本
ほん

石
ごく

町
ちょう

（現
げん

・日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

石
ごく

町
ちょう

、日
に

本
ほん

橋
ばし

室
むろ

町
まち

、日
に

本
ほん

橋
ばし

本
ほん

町
ちょう

の各
かく

三
さん

～四
よん

丁
ちょう

目
め

）

❸本
ほん

町
ちょう

 （現げん・日に本ほん橋ばし本ほん石ごく町ちょう、日に本ほん橋ばし室むろ町まち、日に本ほん橋ばし本ほん町ちょうの各かく二に～三さん丁ちょう目め）

江
え

戸
ど

に入
にゅう

城
じょう

した徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

が、はじめに開
かい

発
はつ

したエリア
がここだ。日

に

本
ほん

橋
ばし

を中
ちゅう

心
しん

に、商
しょう

業
ぎょう

と経
けい

済
ざい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

とし
て発

はっ

展
てん

し、現
げん

在
ざい

へと続
つづ

いている。常
と き わ

磐橋
ばし

から東
ひがし

（地
ち

図
ず

右
みぎ

）へ続
つづ

く本
ほん

町
ちょう

通
どお

りと、日
に

本
ほん

橋
ばし

を中
ちゅう

心
しん

に南
なん

北
ぼく

に走
はし

る通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

（現
げん

・中
ちゅう

央
おう

通
どお

り）が江
え

戸
ど

のメインストリート。本
ほん

町
ちょう

通
どお

り沿
ぞ

いには、金
きん

座
ざ

（金
きん

貨
か

の製
せい

造
ぞう

所
しょ

）や町
まち

役
やく

人
にん

の屋
や

敷
しき

、通
とおり

町
ちょう

筋
すじ

沿
ぞ

いには越
えち

後
ご

屋
や

（現
げん

・三
みつ

越
こし

）、白
しろ

木
き

屋
や

などの大
おお

きな商
しょう

店
てん

（大
おお

店
だな

）が軒
のき

を連
つら

ねていた。

金
きん

貨
か

の重
おも

さを分
ふん

銅
どう

を使
つか

って量
はか

っている。

見
み

開
ひら

き２ページで１つのテーマを解
かい

説
せつ

。

現
げん

在
ざい

と江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の地
ち

図
ず

を続
つづ

きページでのせて、今
いま

と昔
むかし

の町
まち

なみのよう
すがわかるようにしました。江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

の町
まち

なみは、イラストをつけて
当
とう

時
じ

の雰
ふん

囲
い

気
き

を表
あらわ

しました。

イラストを大
おお

きくつかい、もののしく
みや構

こう

造
ぞう

、なりたちが見
み

ただけでわか
るようにしました。

この本
ほん

の使
つか

いかた

中
ちゅう

央
おう

区
く

のなりたち

地
ち

域
いき

の特
とく

色
しょく

と文
ぶん

化
か

図
ず

解
かい

  しくみ・なぞを探
さぐ

ろう

この本
ほん

は、中
ちゅう

央
おう

区
く

の古
こ

代
だい

から現
げん

在
ざい

の歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

をわか
りやすく解

かい

説
せつ

しています。日
にっ

本
ぽん

の歴
れき

史
し

といっしょに説
せつ

明
めい

しているので、時
じ

代
だい

の流
なが

れをつかむことができます。
ほかにも中

ちゅう

央
おう

区
く

の情
じょう

報
ほう

をたくさんもりこんであります。

表
ひょう

記
き

について

【つめ】

【欄
らん

外
がい

情
じょう

報
ほう

】 【関
かん

連
れん

ページ】

【勉
べん

強
きょう

コラム】

【リード解
かい

説
せつ

】 【人
じん

物
ぶつ

コラム】

【情
じょう

報
ほう

コラム】

【写
しゃ

真
しん

・図
ず

版
はん

】

●漢
かん

字
じ

は一
いち

部
ぶ

をのぞき、小
しょう

学
がっ

校
こう

で習
なら

う漢
かん

字
じ

をつかい、すべ
てふりがなをつけました。
●単

たん

位
い

は、記
き

号
ごう

をつかっています（ｍ、g、％など）。
●地

ち

名
めい

などは、当
とう

時
じ

つかわれていた漢
かん

字
じ

で表
ひょう

記
き

しています
（例
れい

・大
おお

坂
さか

）。
●動

どう

物
ぶつ

や植
しょく

物
ぶつ

名
めい

は、基
き

本
ほん

的
てき

にカタカナ表
ひょう

記
き

にしています。

時
じ

代
だい

ごとに色
いろ

分
わ

けを
しています。

そのページで紹
しょう

介
かい

している
内
ない

容
よう

に関
かん

連
れん

した豆
まめ

情
じょう

報
ほう

です。
ほかのページに関

かん

連
れん

する内
ない

容
よう

がある場
ば

合
あい

は、
矢
や

印
じるし

でそのページを示
しめ

しています。

歴
れき

史
し

的
てき

事
じ

実
じつ

として知
し

っ
ておきたいことがらな
どを解

かい

説
せつ

しています。

そのページで解
かい

説
せつ

する内
ない

容
よう

を
わかりやすくまとめています。

そのページの内
ない

容
よう

に関
かん

連
れん

する
人
じん

物
ぶつ

を紹
しょう

介
かい

しています。

そのページに関
かん

するさ
まざまな話

わ

題
だい

や情
じょう

報
ほう

を
紹
しょう

介
かい

しています。

中
ちゅう

央
おう

区
く

が所
しょ

蔵
ぞう

している
貴
き

重
ちょう

な図
ず

版
はん

・写
しゃ

真
しん

を
多
おお

くつかっています。
そのほかにもなかなか
見
み

ることができない写
しゃ

真
しん

・図
ず

版
はん

をのせていま
す。

現
げん

在
ざい

の地
ち

図
ず

には、以
い

下
か

の基
き

準
じゅん

で印
しるし

をつけまし
た。
印
しるし

は、おもだった建
たて

物
もの

、区
く

役
やく

所
しょ

、公
こう

園
えん

、消
しょう

防
ぼう

署
しょ

、警
けい

察
さつ

署
しょ

。
文印

しるし

は、区
く

立
りつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

・
中
ちゅう

学
がっ

校
こう

。
●●印

しるし

は、見
み

どころ。
印
しるし

は、この本
ほん

で紹
しょう

介
かい

している店
みせ

や建
たて

物
もの

など。
★★印

しるし

は、重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

。

※エリア分
わ

けは、『中
ちゅう

央
おう

区
く

 歴
れき

史
し

・観
かん

光
こう

まち歩
ある

きガイドブック』をもとにしました。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の地
ち

図
ず

は、『御
お

江
え

戸
ど

大
おお

絵
え

図
ず

』（1843・天
てん

保
ぽう

14年
ねん

）を使
し

用
よう

しています。当
とう

時
じ

あった
町
ちょう

名
めい

の由
ゆ

来
らい

などを解
かい

説
せつ

し、場
ば

所
しょ

がわかるように地
ち

図
ず

上
じょう

に番
ばん

号
ごう

や町
ちょう

名
めい

などをつけました。

どのページも、
ぼくたちが

ご案
あん

内
ない

します！


